
■初期設定について■   P-1 

◆必ず以下のチエックシートを確認し、不足が無いか確認してください。 

※このパッケージリストは同梱されている物の確認の為に存在します。 

 欠品や破損が有りましたら、受け取りから 5日以内にメールで問い合わせください。 

================================================================= 

■：□：TTL-3/BOX 本体（ラベル確認） 

 

■：□：USB-mini-Bケーブル 1本 

 

■：□：CD1枚 

 

■：初期説明 （この用紙） 

 

■：□：プローブキット DIPピン付基板 3枚（注１） 

 

■：□：DIPアタッチメント （１個）（注１） 

 

■：□ DIP-SOPアダプター（１SET）（注１） 

 

（注１）同梱品は本体仕様及びお客様指定により変わります。 

◆簡単では有りますが、ある程度知識の有る方を前提に説明しております。 

 

◆付属のドライバー/ソフトセットアップについて◆ 

※以下の順番で付属の CDから各ファイルを選択しセットアップをしてください。 

 尚付属のソフト/ドライバーはWindowsを例にしております、各 OSのドライバー 

 ソフトウェアーは付属しておりません、ただし、ソフトもドライバーもネット上で 

フリーでダウンロードできるソフト類です。 

================================================================= 

◆初期設定◆ 

[２Pの設定]を参照し順番に設定してください、TTL-3/USBは汎用 USB経由での 

疑似 RS232C式で、操作はフリーソフトのコンソールソフトで操作できます。 

USBドライバーも汎用性の FTDI社のドライバーでWEB上で各 OSごとにドライバー 

をダウンロードできます。 
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■TTL-3/USB使い方■ P-4 

※以下の操作方法は取り扱いを間違えると解除される PCもしくは、操作する PCを壊す 

 恐れが有ります、よく読み操作されてください。 

＜初期接続＞ 

１．TTL-3/USBが PCに接続されていない事を前提に説明します。 

※TTL-3/USBが先に PCに接続されている場合、ディバイスエラーが出ます。 

２．ロックの掛かったPCからBios－Flashiメモリーを半田を使い取り外します。（別紙A） 

3．DIP変換基盤に上記で取り外した Flashiメモリーの 1番ピンを確認し、実装します。 

４．取付けた Flashiメモリーの足の短絡（ブリッジ）が無いか確認します。 

  1番ピンと 8番ピンの向きを確認してください。 

  逆に付けると（Flashi内のデーターが壊れます） 

５．DIP変換基盤と、TTL-3/USBの DIPソケットに接続します。 

  TTL-3/USB側の DIPピン側にステッカーが貼ってあります、そちら側に 

  1番ピン、8番ピンの向きが来るように接続してください。 

６．TTL-3/USBと USB経由で PCに接続します（Tera Term）がインストールされている 

  PCに接続します（この時 USBディバイス認識の確認をしてください。） 

７．Tera Term上でディバイス接続の確認を選択します（１） 

  DIP変換基盤上に載っているディバイスが表示されれば、接続は正常です。 

  ディバイス認識エラーの場合、接続、半田ブリッジが無いか確認ください。 

  Tera Term上に表示される指示に従い操作してください。 

 

８．作業完了の場合は必ず先に USBを TTL-3/USBから外し 

  その後 DIP変換基盤を取り外してください、USBを接続したまま DIP変換基盤を 

  取り外すと、Flashi上のデーターに悪影響を与え、最悪中身が消えます。 

 

※USBを TTL-3/USBから取り外しと、内部電圧放電になります。 

 コンデンサー内の残圧も無くなり、DIP変換基盤を取り外しても問題の無い 

レベルになります。（USB取外しから 3秒） 

 

★注意★ 

Bios-Flashiメモリーは静電気に弱いパーツで、特に冬場は作業前に窓枠アルミサッシや 

ドアノブ、蛇口などを触り体内に残っている静電気を除去してから作業してください。 

TRUSCO製 静電気対策用手袋(ノンコート) @300円などの使用をお勧めします。 
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■ライセンスについて■ P-6 

◆ライセンスの追加はメールのやり取りで即座に追加できます。 

・利用可能ライセンス数と現在の利用回数が一緒になると（同じになると） 

追加ライセンスを別途購入するまで、全ての機能は停止し使えません。。 

＜自動解析＞ 

・自動解析にはライセンスが１つ減ります。 

 自動解析は TTL-3/USB内のMCU1個で高速演算を行い、全てのリソースやメモリーは 

 TTL-3/USB内のシステムメモリー上で計算を行います。 

 そのため、操作する PC側の性能有無に関わらず、どのような PCでも一定の性能で 

 解除ができます。 

＜PC内 Bios-Flashiの寿命について＞ 

・一般にメーカー仕様上 Flashiの書換え回数は 10万回と言われています。 

 10万回と聞くと、殆ど寿命は来ないと思うかもしれませんが。 

 Biosの変更有無に関わらず。実際はWindowsが 8時間起動していた場合 

最低でも 18~20回は書き換えを行っていいます 

これは CPUの温度や、各ログ情報が記録されているためです。 

1日 8時間使用し 20回の書換えが有ったして、約 5年ほどで 10万回の数が来ます。 

※eepromに寿命が来ると、データーエラーを起しやすくなり、実際は書き換えが 

できなくなります。 

 もしくはデーター化けを起しやすくなり、設定していないパスワードが勝手に 

設定されたり、おかしな現象が出ます。 

※Flashiは 1個 800円ほどのパーツで現在ではWEB上でも購入ができる物で 

 特殊品では有りません。 

 実装交換にはそれなりの実績と知識、道具が必要です。 

 

★この機器を使って解除した PCや解除方法を手に入れ、解除者が悪意の有る行為に 

走った場合の全ての責任は解除を依頼した方もしくは解除者に有ります。 

カッター製造元が、カッターは殺傷能力が有るが。 

購入者がカッターで人を傷つけても製造元が責任/製造中止にならないのと一緒で 

あくまで TTL-3/USBは道具で有り使用者、解除作業者の責任下で利用される道具です。 

 

その為当社では解除後に発生した論議や責任は負いません、この事を頭に入れて作業 

してください。 


